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植木知佳 :第 4 回ヨーロ ッパ藻類学会国際大会参加記

2007年 7月23'" 27 日の 5 1ヨ間，ヨーロ ッパ藻類学会の第
4 回国際大会がスペインのオビエドで開催されました。オビエド
まではスペインの主要都市から国内線に乗り継ぎ，スペイン北部
のアストゥリアス空港まで空路での旅でした。オビエド市街地は
世界記i産に登録されている大聖堂を中心に公国や教会が配置さ
れており，多くのカフェとパルが終日賑わっていました。私はヨー
ロッパを訪れるのが初めてで¥ かつガイドブックにはあまり掲載
されていない田舎UIJでの約 H 凹聞は非常に楽しみでした。会場
はオビエド市街の中心に位置したホールで、した。開会式はアス
卜ゥリアス地方の民族楽器であるパグパイプの演奏で始まり， 地
元テレビ局の取材もあり，IIIJ全体をあげての歓迎でした。ヨーロッ
パ，アメリカ諸国から約 300人の藻類研究者が集い，日本から
は十数名が参加しました。務類学会ではお会いできない方や会っ
たことはあるけれども話す機会に恵まれなかった方々とも一緒に
なり，新しし〉縁も訪日めることができました。

その後各セッションに分かれての
シンポジウム( “Genomics and Celllllar Biology"，“Evollltion 
of A lgae'γ‘G lobal Change from Lakes to Oceans'γ‘Ecological 
Int巴ractions  and Ecophysiology"， “ BiωO g巴ography払，Biωodiv巴引rs幻it旬y  
and Cons凶se白rva創叩tiωon"，“App判Li陀巴d P刊hycology"
セツシヨンの後，口頭発表とし寸流れでプログラムが組まれてい
ました。ポスターは 194題，シンポジウム ・口頭発表ではl 33
題の研究発表がなされました。毎朝のキーノートでは初日が
“Astrophycology" の提唱者である地元スペインの研究者による
発表ーから始まり， 2  1::1目は植物プランク トンの系統進化，生体生理
学，そして海流モデル，地質ーから分かる地球環境の変化に関する
講演で、した。3 1::1目は葉緑体の構造，迫伝子情報から分かる植物
門全体の進化に関する研究の現況を報告するものでした。そして
4  1::1目は微細蔀類の大量I音養とそれらの産業への応用に関する
講演でした。以上ーのように多岐にわたった分野の最先端につい
て知ることができ，早起きも無駄にならず， i聞から刺激的でした。

ポスターセッション風景

シンポジウム ・口頭発表は6セッションごとに分かれて進め
られました。特に興味深かったのは“Genomics and Celllllar 
Biology" で，演題数は少ないながらもどれも勉強になり， 自
分の研究の位置を確認することができました。また，私もスサ
ビノリの核分裂について口頭発表をさせていただきましたが，
初めての国際学会での口頭発表でしたので，ただただ緊張し質
疑応答ではあわや石になるところでした。次巨1，参加すると き
までには英語をしっかり勉強し， 他の演者のように堂 と々質問
者とディスカッションできるようになりたいと思いました。
また，本学会での大きなニュースとして特筆すべきは，ポスター

セッション時に多くの人が集まり特に盛況で、あったお二人，東京
大学 ・新領域創成科学研究科の吉田大和さん (D 2)，茂木祐子
さん (Dl) がポスター貨を受賞されたことです。アジアからの参
加者が少ない中でポスター貨を独占したということは大変喜ばし
いことでした。次巨1，2011 年の第5匹!大会はギリシャで併j併をさ-れ
ることが閉会式で発表されました。次回も参加できるようにと気持
ちを引き締めつつ，スペインでの思い出を胸に帰途に着きました。

( 北大・院・水産)

Oviedo， 23-27 July 2007 
参加者の集合写Zミ (EPC-4大会委員長の快諾を得て掲ilil()


